
昨年、立憲民主党の公認となりました。これからも皆様のお声を聞き、
寄り添っていくことを大切にしてまいります。よろしくお願いいたします。
今回は、市民の皆様から数多くご質問をいただく、小平市が直面して
いる課題についてお知らせいたします。

通
信

第19号（2019年2月発行）

女性・母親・会社員の視点。

小平市議会議員 竹井ようこ 会派 フォーラム小平

「子ども施策に使えるんでしょ？」
というお声もいただきましたが、今回の

有料化は財政確保のためではなく、ごみの
減量や分別の徹底を図り、循環型社会
の形成のために必要な施策です。

さらに、老朽化した各ごみ処理施設を
更新するときの費用を必要最小限にした
いという市の意向を受けて、私たちの会派
も議会で有料化に賛成しました。ごみ処
理施設のスケールを小さくすることで、施
設周辺の皆様のご負担も減らせます。

今回の有料化で、一世帯あたりひと月
466円の負担が生じます。今後、有料化
の目的であるごみ減量の効果を検証し、
しかるべき時期に値下げや無料化をすべ
きと考えます。

１．ごみの有料化・戸別収集化について

2019年4月から開始される「ごみ袋有料化」と
「戸別収集」について、主なご質問をまとめました。

「有料化の目的はごみを減らすためと聞き
ました。確かにごみ袋を有料にすれば分別

が進んでごみは減るのは理解できます。でもそも
そも小平のごみは増えているの？」

今現在も市民の皆様のご努力によって
ごみは毎年１～２％減っています。しかし

他の自治体に比べてごみの量は多く、多摩26市
中多い方から3番目です。有料化によって10％
のごみ量削減が見込まれます。」

「他の資源ごみは無料なのにプラスチック※
だけは有料なんですね…」

プラスチックのごみ袋を無料にすると他の
ごみも混ぜてしまい、分別が進まないことも

起こり得ます。またプラスチックは量が多いので経
費が多くかかるため、リサイクルだけでなくリデュース
(発生抑制＝使わない)も進めたいという理由も
あります。
有料化後、分別が進めばごみ袋の料金は見
直すべきと考えます。

※プラスチック製容器包装
洗剤のボトルやお弁当のパック、食品の
トレイなどプラマークがついた容器や包装

ごみ袋売上収入【４億１０００万円】

支 出（下記） 【４億２３００万円】

ごみ袋等の作成・管理等 １億８０００万円
ごみ袋等の販売手数料 ３６００万円
ごみ・資源の収集運搬 ２億 ７００万円
（戸別収集の実施による増加分）

「有料化で市の財政が潤うのかと思っ
ていたら、戸別収集したら逆に赤字にな

るんですね…」

竹井ようこ後援会
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2．公共施設の建て替え、複合化などについて

市内の公共施設（小中学校、地域センター、
公民館、図書館など）の多くは昭和40年代に
建設されており、老朽化が進んでいます。

人口減が予想される中、施設によっては、建
て替えにあたり、規模の縮小、複合化等が求め
られます。市では平成29年3月に公共施設マ
ネジメント推進計画を策定し、公共施設の床
面積を20％減らす数値目標を掲げました。
（直近で計画が進んでいる建物は下図のとおり）

フェイスブックは
「竹井ようこ」で
検索！

私の指標

国連で採択された国際的な目標であるSDGｓ
（持続可能な開発目標）を念頭において活
動しています。

「誰ひとり取り残さない」

の公共スペースに再配置することが計画されて
います。市は、説明会、ヒアリング、ワークショップ
等で市民参加を呼び掛けていますが、会派
（フォーラム小平）で行った調査では、まだまだ
このような建て替えや複合化について知ってい
る方は少なく、さらなる広報が必要です。

公民館や福祉会館等は、市民活動やボラン
ティア活動等の拠点、あるいは高齢者の居場
所、レクリエーションの場となる施設です。今は
利用していない方も、今後、利用機会が増え
るかもしれません。是非関心を持っていただき、
個々人も発信していただければと思いますし、
私も市民の声が真に活かされるよう「市民参
加」が形骸化しないようにチェックしていきます。

さらに、今後は小学校を地域の核として複合
化が計画されています。第8小学校（鈴木町
一丁目）は、当面は機能を維持し、おおむね
15年程度は「更新は行わない」としていますが、
第11小学校（花小金井四丁目）は花小金
井北公民館や地域の施設との複合化を視野
に入れて更新（建替え）を検討しています。

市民意見交換会スライド資料より

【略歴】

1966年 1月28日 滋賀県生まれ（名古屋育ち）
名古屋市立菊里高校卒業
南山大学外国語学部英米科卒業

（1997年より小平市在住）

1988年 4月 日本電信電話(株)入社
国際部などで業務経験を積む

1991年 4月 (株)情報通信総合研究所出向
Didier & Associates法律事務所（ベルギー）派遣
欧州各国での情報通信政策について調査・分析

1994年 6月～98年 9月 出産・育児のため休業等
職場復帰後は育児に仕事に多忙な日々を過ごす

1999年 7月 ＮＴＴコミュニケーションズ（株）
情報通信の最前線で企画・法務等の業務に従事

2015年 4月 小平市議会議員選挙にて初当選

【家族】 夫、長男(ともに会社員)、長女(大学生)、柴犬
【趣味】 スポーツ観戦(ラグビー、バスケット、ラクロス、

野球、ソフトボールなど)、ボッチャ、
音楽鑑賞(ジャズ、吹奏楽など)、歌を歌うこと

【資格】 防災士、二級知的財産管理技能士
中学校・高等学校教諭免許状(英語)

小平市仲町在住プロフィール

お知らせ
３月２日（土）１５時～

『竹井ようこ を応援する会 』 を開催
いたします。ぜひご参加ください。
場 所：小平市福祉会館 ４階 小ホール

（学園東町１丁目19-13）

特に利用者の多い「中央公民館」、「福祉会
館」等の機能を福祉会館前市民広場に建設
予定の新建物と、小川駅西口再開発ビル内

ご意見、ご要望をお寄せください。
～ 市内どこでもかけつけます ～
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